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土 質工学会総務部長 　野　　沢　　太　　三

　現在土質工 学会関係 で用 い られ る量記号 は ， 主と して 土

質工 学用語解説集 （1969）の 規定に よ っ て い る が ， そ の 後

実際 に は 国内的に も国際的に も，
2

，
3 の 違い が みられ る こ

とや，SI （国際単位系） の 導入 に備 えて の 量記号 の 変更問

題が 生 じて きた た め ， そ れ ら を検討する こ と が必要 と な り，

土質工 学用語辞典編集委員会の 中に土質記号表示法小委員

会 が発 足 した 。 以下 に は そ こ で と りま とめ られ た 記号表示

法試案 を掲 げる 。 なお 委員名 は 次 の とお りで ある 。

　委員 長　　大　平　至　徳

　幹　事　　斎　藤　孝　夫

　委 員 　大 草 重 康 ・西中村 和 利

記号表示法試案

　土質工学用語 の 記号表 示 は，以下 に 定 め る標準記号，準

標準記号，慣用記号 に よ る もの とす る。

　標 準 記 号 ： 土質工学用語 の 標準記号 と は ， 土 質工 学の

　　　　　　分野 で用 い る 基本的 な土質工学用語 の 記号の

　　　　　　こ と で ， 土質工 学会 が こ れ を定 め，表一1 の

　　　　　　とお りとす る 。

　準標準記号 ： 土質工学用語 の 準標準記号 とは，JIS規格

　　　　　 並 び に 学会基準 に 制定 され て い る 土質試験 と

　　　　　 原位置試験 の 試験法 に お い て，試験結果 の 報

　　　　　　告 に 使用す る標準記号以外 の 記号 で あ る。そ

　　　　　　れ ぞ れ の 準標準記号 に 関し て は
， 該当す る試

　　　　　 験法 に準拠す る もの とす る。

　慣 用 記 号 ： 土質工学用語 の 慣用記号 と は，標準記号，

　　　　　　準標準記号以外 の もの で，広 く一般 に 用 い ら

　　　　　　れて い る 土質工 学用語 の 記号 で あ る 。

解 説

　表一 1 は土質工 学用語 の 標準記号 で あ る。備考欄 の 無印

は 土質工 学用語集 （1957 年） で 制定した 土質記号 ，

＊

印は

土質工学用語解説集 （1969年）で 採用 し た慣用 の 記号，＊＊

印 は 今回 （1979年）新た に採用 した 土質記号，
＊ ＊ ＊

印 は 表

示内容 は従来 どお り と し て 記号表示 の み を変更 し た もの で

あ る。

　無印，すなわ ち士質工学用語集で 定 め た 土質記号 の うち，

表
一 1 の 標準記号 か ら削除 し た 主 な もの は，ip （圧 力傾度），

k’
（有効透水係数），Cc「

（練返 し試料の 圧縮指数），　 Mc （粘

着力 の モ ーメ ン ト），Mr （抵抗 モ
ー

メ ン ト） の 五 っ で あ る。
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ip （圧 力傾度） は i （動水傾度） の 限定された 意味で あ る

こ と， k，

（有効透水係数） は あ ま り使わ れ な い こ と，　 Cct

（練返 し試料 の 圧 縮指数） の
’

は 表
一 1に は 明記 して い な

い が有効応力表示 に 関連 し た補助記号 とし て 使 い たい こ と，

すべ りモ
ー

メ ン トに 関す る サ フ ィ ッ ク ス 表示 を必要 とす る

土質記号 は Mc ，1）fr 以外 に もあ る こ とな ど が削除理 由で

あ る。こ れ らの 土質記号 は 引続 き慣用記号 と して使用する

こ と に な る。

　削除す る ま で に は 至 らな か っ た が，
Ga （空気間隙比）の

記号表 示 は G （比 重）との 関連 か らま ぎ らわ しい との 意見

も あ っ た。

　ま た ， 無印 の うち r （せ ん断ひずみ）は ， 土質工 学用語

集で は εs で あ っ た が，土質工学会の 原稿用紙 の 裏表紙で す

で に γに 変 え た もの で あ る 。

　
＊
印 で 示 した ように，土質工 学用語解説集 で 慣用 の 記号

と定め た もの か ら標準記号 と し て 揉用 し た もの は 18で あ る。

こ れ らの 各 々 は，す で に 基本的 な土質記号と して広 く認 め

られ て い る。

　今回 ， 新た に 標準記号 と し て採用 した
＊＊

印の 土質記号は

19で あ る。19の うち 13は質量 と重量 の区別 を 明確に す る た

め に必 要 とな っ た も の で あ る。こ こ で 〆 （水中密度） は ，

水 中に あ る 物体 に 作用す る力 の 均衡を基 に し て求 め る算術

量 で あ っ て 基本的 な物理量 で は な い ，との 意見 もあ っ た が，

土 質記号 に 関す る 国際 土質基礎 工 学会小 委員会 で も基本記

号 と し て 採用 して い る こ とや，r
’

（水中単位体積重量） と

の 対比 か ら標準記号 とし て 取 りあげた もの で ある。残 り6

の うち σ ・・ t （正 八面体垂直応力 （平均 主 応力））， r 。 。t （正

入 面体せ ん 断応力），Ua （間隙空気圧），9 （単位時間内 の

流量），N （N 値） は，土質記号 に 関す る 国際土質基 礎 工

学会小委員会で も基本的な 記号と し て 推奨 し て い る。又 ，

Pv（圧密降伏応力）は 土 の 圧密試験法 （JSF 規格 ： T15 −

69T）で規定した もの で あ る。

　表示 内容は従来 どお りと し て 記号 表示 の み を 変 更 し た

＊＊＊
印 の 土質記号は，σ

’

（有効応力）と Ke （静止土圧係数）

の 二 つ で あ る 。

　土 質 工 学用語集で は δ，Kn と表示 され て い た これ らの

土質記号 は ，現在で は 土質記号 に関する国際土質基礎工 学

会小委員会 で も提案 して い る よ うに at
，
　 Ko と表示 され る

の が一
般的 に な っ て い る 。
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表
一1 土 質 工 学 用 語 の 標 準 記 号

記 副 表 示 内 容 備考 記 号 表　　示 　　内　　容 備考

　

記 号 表　　示 　　内　 容 備考

一
　 　 　 　 　 　 　 　 般

R3SL 収縮比

サ ク シ ョ ン

収縮 限界 （文 中で 用 い る場合）

π

z多α

駕 ω

間隙 圧，過剰水 圧

聞隙空気圧

中立 応力，間隙水圧

＊ ＊

酬 ・ ・ 　 　 　 1

品
・

ゲ
4

γ

 

ひ

乳
・

6

〜

9

解

診

η

α

　

γ

　
π

　

ρ゜

「隔

常数，体 積変 化

直　径

安全率 ， 力

高　 さ

慣性モ
ー

メ ン ト，断面 2次モ
ー

メ ン ト

長　 さ

モ
ー

メ ン ト

カ，荷重

半 　径

温 　度

表面張力

体積，容積

重 量，荷重

深　 さ

加速度

自然対 数の 底 （2．7183）

摩擦係 数

重力 の 加速 度

質　量

時　間

速　さ

角，震度

単位体積重量

円周 率 （3．1416）

密　度

＊

＊＊

＊

物　 理 　 的 　 性 　 質

ESr 　飽和度

IUc 均 等係数

極 曲轍
IV

α　 空気 な どの ガス 体積

　 Vs　 土 粒子群 の 体積

　 Vv　 間隙の 体積

　 Vw　 水 分体積

　 e　 問 隙比

　 ec 　 臨 界間隙比

　e 皿 ax 　最 も緩い 状 態 の 間隙比

　emin 　最 も密 な状 態 の 間隙比

　 ms 　 乾燥 土質量

　 Mw 　試料中の 水の 質量

　　　　間隙率

　 na 　 空気聞隙率

　 w 　　含水比

　 We 　 遠心 含水 当量

　 wr 　 現 場含水 当量

　 XVL　液性限界

　 ZVn 　 自然含水比

…w 。 pt 最適含水比

　 Wp 　塑性限界

　 Ws 　 収縮限界

　 r
’

　水中単位体積重量

　 ra　 乾燥単位体積重量

rdmax 最大乾燥単位体 積重量

陰 難 単位囃 量

　 γじ　 湿 潤単位体 積重量

　 rw　 水 の 単位体 積重量

　 〆　 水 中密 度

　Pd　 乾燥密 度

＊

＊

＊

＊

＊

＊

寧

　 γ　 せ ん 断ひ ずみ

　　ε　 単位 ひ ずみ，線 ひ ずみ，垂直ひ
　　 　 　 ずみ ，軸 ひ ず み

　 εノ　 破 壊 に お ける単位ひ ずみ
1

ε1．2，3 σ1，2，3 に 対応 する 軸 ひ ずみ

．μ，
V 　 ポ ア ソ ン 比

　　 σ　 圧縮応九 垂直応力，全 応力

1 σ
t
　 有 効応力　　　　　　　　　　

＊ 継

I
　 at 　 固有応力

1

藍器 1。主 勅

……σ 。 et 　正 八面体垂 直応力（平均主 応力）
＊＊

……　τ　 せ ん 断応力

「
　τ oet 　正 八面体 せ ん断応力 　　　　　

＊＊

透 水 性

ゼ ロ 空隙状態に お け る乾燥 単位

粒 　径

相対密度

有効径，10％径

60％径

＊

＊

＊＊

＊

D

圦

伽

砺 ＊

＊

＊

＊

＊

　Cr　 ク リープ 比

Nd 　 等 ポ テ ン シ ャ ル 線 の 数

Nr 　流線 の 数

Q，g　単位 時間 内の 流量

　 h　 水頭 ， 水頭差 t ポ テ ン シ ャ ル

　hc　 毛管一ヒ昇高，臨界水頭 （パ イ ピ

　　　 ン グ）
hw　 ピエ ゾメーター水頭

　 i　 動水傾度， 動水勾配

　 Zc　 臨界動水 傾度，臨界動水勾配

　」　 単位体積 中の 浸透力

　k　 透 水係数

kn　 水 平方 向の 透 水係数

kv　 垂 直方向の 透水係数

kx，y，x 透水係数の x ，　y，　x 成分

kr　 練返 し粘 土の 透水係数

Ps　 浸透水 圧

　 v 　　流　速

Vs 　 浸 透速 度

＊＊

G 比 　重 ρ¢ max 最 大乾燥密 度
＊＊

11

η，μ 粘 性係数

G α 空気問隙比 ρσ 5at ゼ ロ 空隙状態に お ける 乾燥 密度
＊＊ i ・ 動 粘性係 数

＊

GsG

甜

土粒 子 の 比重

水 の 比 重

ρε

ρじ

土粒子 の 密度

湿潤密度

＊＊

＊＊
せ 　 ん　 断 　 強 　 さ

1σ
コ ン シ ス テ ン シ ー指 数 ρω 水 の 密度

＊＊
＆ 鋭敏比

〃

々

流動 指数

液 性指 数
応　力　と　ひ 　ず み

6

〆

見 か けの 粘 着九 粘 着力

有効応 力 で 表 した 見 かけの 粘着 ＊

ん 塑性指 数
　 　 ト

A 澗隙旺 係数
＊ 1 。飢

力，有効粘着力

見 かけの 粘着 力 （圧密非 排水 せ

z‘ タフ ネス 指 数 1
…

β 「閻隙圧 係数
＊

．

　 o配

ん 断試験 ）
見か けの 粘着 力 （排水せ ん断試

L3 線収縮
1E

弾性係数，ヤ ン グ率 験），真 の 粘着力

LL 液性限界 （文中で用い る場合 ） ……σ せ ん断弾性係数
c ¢ウ 見か けの 粘着 力 （非排水 せ ん断

試験 ）

PI 塑性指数 （文中で用い る場合 ） K 体積弾性係数 伽
一軸 圧縮 強 さ

PL 塑性限界 （文 中で用い る揚合） ρ 圧力 （単位面積 当た り） 5，々 せ ん 断強 さ
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記 号 表　　示 　　内　 容 「備考 記 号 表　　示 　　内　 容 備考

φ せ ん 断抵抗 角，内部摩擦 角 恥 受働 土圧 の合力

φ
！

せ ん 断抵抗角 （有効応 力表示）
＊

ρ孟 主働 土圧

φ・跡

φ面

φ 

　　1

せ ん 断抵抗角 （圧密非排水せ ん

断試験）
せ ん 断抵抗角 （排 水 せ ん 断 試
験 ），真の 内部摩擦 角
せ ん断抵 抗角 （非排水せ ん 断試
験 ）

ρP

毎

ρq

勘

受働土圧

垂 直面に 対す る水 平圧 力 （単位
面積当た り）

載荷 σ に よ る 擁壁への 圧 力増 加

水 平面 に対 す る垂 直力

圧 　　　　　　　　密
δ 壁 面摩擦 角

c 圧 縮 指 数 1 調 　　　　　　　　 査

記 副 表　　示　　内　　容 備考

基 礎

α

H5

ハ

ひ

殉

向

♂

物

・

《

加

圧縮指 数

膨張指 数

層 の 厚 さ

沈 下量

時間 係数

圧 密度，全 中立 圧力

圧 縮係 数

圧密係数

排水長

体積圧縮係数
サ ン ドパ イ ル の 等価直径 とサ ン

ドパ イ ル の直径 との 比

先行圧 密圧 力，先行圧縮 応力　
＊

圧 密降伏 応力　　 　　　　 　　 ＊ ＊

一
次圧密 比

ρ叫

α

ρ

鴨

EN

脚

 

ρ

而 積比

内径比

外径比

電位差

打撃回数， N 値

縦波伝 ぱ速度
．
横波伝 ぱ速度

　（見か け の ）比抵抗

＊＊

＊

斜 面

fJc　 （斜面 の ）臨 界高 さ

Ns　 安定係数

5　 　全 す べ ！抵 抗

　 　　 　 土

Ko　静止 土 圧係数

KA 　 主 働土 圧係 数

Kp 　受働土圧係 数

Pd 　 主働土圧 の 合 力

（注）　無印 ：土 質工 学用語集 （1957年）

　　　
＊

：土質工 学用語解説集 （1969年）で用 い た慣用 の 記号

　 　 　
艸

：今 回新 たに 採用

　　　
＊ ＊＊

：表示 内容は 従来ど うり と して記号 の み を変更

IB 　幅 （基礎 幅）

　D ／　 基礎 の 根 入れ深 さ

　 H 　　ハ ン マ ーの 落下 高，貫入 量

　 K 　　地盤 係数，K 値

　　　　載荷板直径が Dcm の時の 地盤　Ko
　　 　 　係数Nc，Ng，
　　　　支持力係数lNrlQ

　　荷 重，集中荷重，力

　Q α 　 杭 の 許容荷重

　Oc　 群 杭の 最大支持力

　Q ，　 限界荷重

　Q 吻 　杭 の 動 的貫入 抵抗

　Qe　 基礎 の 過載荷重

　Qf　 杭の 周 面摩擦 力

　Qp 　 杭 の 先端抵抗

　R 　 反力，R 値

　3　　変位 量、杭の 貫入 量

　　　 ハ ン マ ー打 ちに お け る杭の
一
時　Se

　　 　 的弾性 圧縮

W π 　杭打ち ラン マ ーの 重量

WP 　杭の 重量

　　　 衝撃回数

圧 」
π

¢ 深 さ係 数 ん 闖有振動数

η 摩擦円の 半径 杭打 ち ラ ン マ ーの 質量 ＊ 串

　　「
＊ ＊ ＊

　 　旨 π 6 テ ン シ ョ ン ク ラ ッ クの 深 さ

7π zr7

〃 P 杭の質量 ＊＊

i β 角 （傾斜角） q 荷重，支持 力（単位面積当た り）

． θ 角 （中心 角） 9’ 線 荷重 （単位長 さ当た り）

1 、　 9α

1
土 の 許 容文持力 （単位面積当た
り）

※ ※ ※

April ，1979
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